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　近年，児童縷待が急壊し，晃童養護麹設には，親から分離された被虐待児の入辮が増撫している。本稿では，．

艶童養護施設A灘における葬常嚢セラピストとしての経験から，A穰における馨常生活の治療的要霞を挙げ，鰹

施設のセラピストヘの聴き取鯵の結果と合わせて，児童養護施設におけるセラピストの役畜と治療の構造を提示

し，箆童養護施設における被震待箆σ〉発達支援のあ辱方について検討する。
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はじめに

　近年，驚童虐待が急増している。晃童樒談藪が麺遷

した虐待に関する穣談件数は，露髄（平成21年度に

i，i｛難件，i欝9（平成i野卑度では聾，63鷲隼である。こ

れらは晃童虐待の実数の一藻であ静，穏談される事例

の中に重症化する事鰐が増撫するなど，児童縷待は深

刻化している。虐待によって子どもに危験が及ぶ蕃能

性が高い場合には，子どもは蔑から分離され，多くの

場合，箆董養護施設へ措置される。

　児童養護箆設とは，「乳冤を験いて，保護者のない児

童，虐待されている児童その飽環箋上養護を要する児

童を入所させて，これを養護し，あわせてその自立を

支援することを靉靆とする施設」（児童福鮭法第償条／

である。乳児を除く驚童，すなわち「満i畿から満賂

歳に達するまでの者ほ（児童編皴法第尊条〉か入所の対

象となる。施設長，児童指導賛，保蕎士，栄養士，講

理翼，事務員などの児童養護施設に勤務する職員は，

住環境や食生活など馨常生活に必要な環箋を整え，子

どもとの瞬に薦頼関係を築き安定した生活を送る中で，

§常生活の様々な場騒を通して，子どもに生活習縷や

対人関係能力など将来社会で自立していくために必要

な妓籍や能力が身に付くよう饑きかける。

　虐待によって人矯に対する鶴頼感やパーソナリティ

の発達などに深麟な影響を受けた子どもは，驚童養護

施設入所後に不適応行動を示す繧向が額著である。西

澤ら（欝9揃が東京都内の39ヶ所の難童養護施設に在

籍串の子ども董，8銘入について施設職員に轡答を求めた

調査によれば，約52％に上る9鎗入の子どもが入所以前

に簿らかの虐待体験を有していた。これらの被建待箆

（本稿において「被虐待児3とは「児童養護施設入醗

以前に褥らかの震待体験を有する子ども」を捲す）は，

入潮後の8常生活において不適応行動を示す嬢講が顕

著であ珍，それらは，万引き，暴力，無気力，蔑密な

人靉靆孫の障害，自己中心的背動，脅体症状，大入の

顔色を窺うなど多鼓に渡っていた。子どもの人数に対

して少ない職員数などの譲られた条件の申で，これら

の手厚い支援を必要としている子どもを多く掬える児

童養護施設の現場では，職員の負挺は非常に大きくな

っている。

　被虐待児の入所の増撫に縁応ずるため，i鱒9（平成

i勤隼度よ弩厚生労禽省の予算で，全園約欝○ヶ所の児

童養護施設に非常勤の「心理療法を襟当する職員3（以

下，セラピスト1が緩鐙されてお琴，児童養護施設に

は，霧から分離された被虐待箆のための，蕪常生活の

場，治療の場としての役褻が求められている。本稿で

は，筆者（藤平／の児童養護施設A園における非常嚢

セラピストとしての経験から，児童養護旛設における

被虐待発の発達支援のあ写方について検討する。

凄　麟象と方法

a　晃童養護施設A園の概要

　A躍は欝菊（紹瀦2弱隼に麟設された児童養護施設

で，2倉§i隼i月塞蔭現登，定員薦名，入落している子

ども鱒名，A蟹に窪み込んで直接子どもの鑓遇にあた

る職員は，躍長，児童捲導員，探蛮土，講獲員，事務

纂などi7名，非常襲職舞§名である。児童養護施設の

形態は大舎麟・牢舎麟・小舎麟に分類されている。A

麟では，全国の児童養護施設の約欝％（小舎鰹養育硬

究会　欝92）と少ない，小舎舗による養畜を行ってい

る。子どもは6～8名の男女混合年齢縦書駒のグルー

プで，園内の建つの艶童舎（以下，ホーム1において，

ホーム！こ住み込んでいる撞当女性保育士（以下，握当

保母！と共に生活している（緩！。各ホームは独立した

家庭として機能してお今，起床から就寝までのi饗の

生活はホーム内で営まれている。また，近隣の地域に

2蘇のグループホームをもつ。グループホームでは，

地域の申でよ1り一般家庭に近い環境で生活することが
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できる。グループ本一ムのうちi軒は欝83（昭秘58〉

年に発足したもので，i軒はr地銭小規模鷺童養護施

設」として厚生労働省の認薄を受け2㈱（平成i2／隼

欝月に発足したものである。

　A躍では，欝8i（紹報聡〉年に藏接室を設置し，

欝醗（平賎3〉隼よ鯵非常翰セラピストが勤務するな

ど，入概している子どもに対する心理的援勤に取鯵緩

んでいる。2㈱／平成董2／隼度は，葬常嚢セラピスト

3名が，約2倉人の子どもに対して麟内の面接室で燧騨

の灘接を行っているe
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b　方　　　法

　筆者（藤平〉は，葬常勤セラピストとして，2㈱隼

4月から2§○至隼i舜にかけて，A露に週2露徳治しな

がら滞在し，5名の子ども（うち違名炉破虐待鷺〉の

面接を挺当すると共に，ホームでの食事や集中行事な

ど8常生濤に参撫した。本稿では，A醗の職餐に鱒す

る聴き取静の結果と筆者が欝常生活1こ参撫した経験か

ら，A翻における欝欝生活の治療的要獲を検討する。

また，A獲，児童養護施設E圏，構緒障害難鐙難治療

施設C醤のセラピストに対する聴き取舞の結果から，

児童養護施設におけるセラピストの役麟を援ポすると

共に，A隆における治療の構造を提示する．これらを

通して，馨常生活と治療場藏での関わ辱を通しての，

児童養護旛設における破縷待児の発達支援のあ写方に

ついて検討する。

2　A園に人勝している子どもの状混

　A露に入所している子どもの入翫以蕪の状溌を示す

統講と，A躍入所後の欝欝生活の様子についての職員

への聴き取零の絃果から，艶童養護施設に入暫してい
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る子どもが抱えている問題を提示する。

a　親との離磐難による基本的穰頼感の未確立

　A蟹に入解している子どもの約38％にあたる欝人か

3歳未満に実母と離慰している。5歳まででは，約§O

％にあたる鍛人が実母と離興している。子どもにとっ

て最も大切な依存媛象は多くの場合母親であると考え

られるが，これらの子ども1まA圏人勝以薙の貌幼箆鱗

に，親の失鞍や離婚による麗羅などによって，あるい

は乳艶羨や箆童養護施設への捲置によって，実母との

離騨を経験している。離幾以藩の子どもと実母との関

係も安定したものである場合は少なく，貌幼晃鱗に安

定した愛藩の対象を持たなかった子どもは，基本的薦

頼感を十分に確立することができていないと考えられ

る。基本的億頼感の未確立の影響は．大人を鱈頬する

ことが難しい，溝隼齢の子どもと縫係か搾れない，褻

蓉感嬉が懸い，勉人の賞賛や指摘を受け容れることが

できない，食べ勃に執養することによって溝是を得よ

うとするなどの行動となって表れる。職員への聴き取

合からは，貌幼箆購に実母と離鶏し基本的懸頼感が千

分に確立されていない子どもが，A霞入藪後も職員と

欝頼縫係をつくることが難しい様子がうかがわれた。

　A醸天漢後の子どもと親との麗わ瞬ま，窺のA躍へ

の訪問による面会や，長朗林業時の親元へめ一時帰省

などの機会を透して行われる。帰省先の保護者の麟況

は，離婚・再婚して子どもにとっては縫人である大人

と生活している，経済的に貧しく生活設備が手分でな

い，縷待の認識に乏しく子どもに虐待麟な鷺わ鞍を繰

弩返すなど，不安定である場合が多い。面会や一時帰

省をきっかけとして親への不繕感や見捨てられ感が深

まる場合炉あるなど，親との翼孫調整には欝難が多い。

海　虐待体験とその影響

　児童穰談藪からの措置遅密は，養畜敏棄・養育能力

欠麹・養育靉靆力薩5人で全体の約38％，虐待が縫人で

全体の約28鵯である。その飽，競の失蘇や拘禁などが

措置理霊となっている。虐待を理由に捲置された子ど

もは，驚童相談翫の覇定の時点で虐待が明らかになっ

ている。しかし，児童震待に臠する共通した1舞定基準

は策定されておらず，児童養護施設への搭置銭蔚の箆

童穏談所などの段隆で箆童縷待がかな琴狭く判定され

ており（全養協ら　婚9劔，児童槻談藪からの措置の時

点で震待が窮らかになっていない子どもで，入翫後の

A麟における欝欝生活の中で，入所鉱毒茎の親による震

待が明らかとなる子どもが多い。飽の子どもに録する

暴力や墨書などから親の子ど麟こ醸する暴力や暴言が

推察される，入所後半隼や2年など時簡が経遍した後

子ども炉職員に虐待の事実について議すなどによって，

家庭での縷待が醗らかとなる。このようにして，現在

A騒に入駈している子どもの約68％に当たる27名が，

家庭で簿らかの虐待を受けていたことが明らかになっ

ている。虐待の内訳は，身体的虐待がM人，ネグレク



ある箆童養護旛設における被癬待箆の発達支援 i2蓉

トが購入，心礎的震待が2人，盤的癌待がi人である

（子どもi人につき複数該当する場合あ勢。

　愚春鱗以降の子ども，特に小学校高学奪以降に入羨

しA露で生活している鰯懸か煙い子どもが，欝欝生活

の中で開題を示すことが多い。思春難の子どもは，内

面的には露分と義との縫孫や轟分が青ってきた過程を

見つめ直し不安定になることが考えられる一方で，現

実的には，婦人麗無能力，生活妓籍，学力などか十分

に身についていない状態で，進学や就労などの選択を

しなければならない。虐待が起こるような特に不安定

な家庭で長く生活し，懇意期という内面的に複雑な時

鰯に生活藻境が大きく変わ弩，A露での生活鰻賜が煙

くA麟での生活に十分騨染んでいない子どもは，A縷

において安定した盤活を送ることが難しいことが多い。

3　A園における羅常生活の治療的要国

　児童養護施設において被虐待晃の発達を支援するに

あたっては，「施設での生活のすべてが被虐待箆を癒し，

生きる希望と勇気を喚起するのだ，という認識」が重

要であ弩，購潔で心地よい衣綴や寝具，心なごむ麗内

夕事の｛字まい，鐡樂の食卓颪景，スタッフ全員が子ども

の人格を認め，子どもの潜んでいる可能性を僻ばそう

と顯う共通意識を抱いていて，それに根ざしたチーム

ワークがあること，生きる意味をそれぞれに模索して

いる入翫晃童藩士の鱒わ鯵あい，麓設が地銭に聡かれ

ていて地球歓会からのサポート炉あること，こういう

統合的な治療的環境葺（材瀬　玉｛捻8〉が必要である。子

どもは多くの詩題を霞常生活において職員や飽の子ど

もと隣わむながら過ごしてお辱，「子どもの議長に関わ

る重要な要素の9講達（森懇　i鱒窃は欝常盤活にある。

以下に，A羅の職員への聴き取静の結果と筆者か欝常

生活に参撫した経験から，A園における欝常生活の治

療的要石を挙げる。

a　安定した聚境での生活体験

　人勝以薦に不安定な環境に置かれ生活体験に乏しい

子どもにとって，愛藩の対象とな辱うる特定の大人が

傍にいる安定した環境で生活体験を積み重ねることが，

治療的に饑きうると考えられる。

　駿員は住み込みで子どもと嚢欝生活を共にしている

　職員はA園に住み込んで，子どもと騒常生活を共に

している。購じ職員蒼いつも鋳にいる安定した環壕は，

子どもの安心感や職員との鷺の愛藩形成を擬すと考え

られる。A園が職員にとっても蒙常生活の場であるこ

とによって，A園における登営生活の質や雰露気は，

よ鯵落ち着いた生活麟なもの1こなると考えられる。子

どもにとっては「労働としてのケアではなく，生活と

してのケアが必要淫（患縣ほか　沿98）である。

　ホーム内にお鯵る子どもと鐙当保母とのグループ

A露における欝欝生活の申で，子どもにとって最も重

要な愛藩の対象となる職員は，講じ家産で寝食を共に

する襟当保舞であると考えられる。A園では食事や就

寝など韓常生活の基本紡な営みは全てホーム内で行わ

れるため，ホーム内において子どもと撞当保母は，食

事の調理，食事申の会議，食後の懸攣など，グループ

で活動を共にすることか多い。講むホームで生活して

いる子ども6～8入と握盛保母は声食事の時にホーム

に入る晃童指導員も含めて，緊密なグループを影議し

ている。筆者は，ある被震待甕との藏接の遜程で，蔑

から分離された子どもか婦象権常盤を確立し安定する

過程で，特定の職員との愛藩縫孫が支えとなることを

経験した。ホーム内における子どもと撞当保母とのグ

ル一一プの申で，子どもが擾嘉保舞，また弛の子どもと

の潤で，鱈i繧感紛ある轡定釣な関係を築くことができ

れば，子どもにとって治療的であると考えられる。

　子どもは握墨俣舞とのi対iの関わ弩の中で，聴乳

蔽を持ち鐵す，縫み付いた鯵堆きついた鞍してスキン

シップを求めるなど，入所以蕪の生活では得られなか

った愛構を求めるような，退行麟な行動を示すことが

ある。また，破産待児の虐待雑な対人関藤の再現傾爽

は露営の鑑活場藪において生じ易く（西澤欝弱／，子

どもと掻当課舞との鷺で儒頼縫係が形成されるにつれ

て，否定的な感精をぶつけるなど塵待麟な対人縫孫が

再現される可能性がある。特定の艶者との岡で，これ

らの退行的，または薦待麟関係の段階を経て儀頼感が

形成されることは真に治療的である（藩澤　欝欝／。し

かしその幾係は，否定的な感情の表現や暴力の可能性

を含むものである。子どもと糧当保母との籠孫が治療

的に働くには，挺当保母を中心としたホーム内のグル

ーブを，職員のチームワークによって支えることが必

要である。

　ホーム外でめグループ活難　A麟においては，帰宅

後に圏内のグラウンドでバスケットボールをする，体

奮館のピアノを燐んで歌を歌うなど，ホームのタ琶こお

いても子どもと職員がグループで活動する機会が多い。

年中行事では，夏のキャンプは役割を分挺しな炉ら集

騒生活をする機会となむ，クリスマスの麟の練習は集

隣でひとつのものを作善上げる過程となる。一般家庭

に比べて集懸生活の要素が強いことは，鷺童養護旛設

における薩常生活の特籔であると考えられる。グルー

プでの活動の機会を，グループの申で認められる，地

者を受け容れる，役麟を分握する，協講盤を育むなど

の機会として活溺できると考えられる。

　豊富な生活体験　A露における露営生活毒こは蓬密な

生活体験がある。入所以羨には子どもは親によるケア

が行き嬢かないような環境に置かれてお翰，生活体験

に乏しい。騨えば，子どもの大駈以前の家庭における

食生活は．多くの場合非常に貧瞬である。A欝におい

ては，食：事は手作辱で，ホーム内で職員と子どもによ

って調瑳される。子どもにとって，野菜などの良材を

手にと吟霧で見て匂いを嗅ぐこと，調理を行うこと，
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また季節の良材を取1タ入れ様々な調理法で調遅された

食事を食べることは，五感を通しての具体的な体験と

なる。儀頬できる職翼と子どものもとで，安心して保

瞳された場で食べることは，子どもの心の安定や震頼

感の形成にとって重要な機会となる。夏休みのキャン

プ，歓の芋煮，クリスマスなどの奪中行事は，集毯で

活聾し脇調性を育むと共に，園外で縫会的な俸験をす

る，地銭の人と接するなどの機会となる。また，A園

でな犬や猫などの勧霧が多く蟹われてお辱，子どもは

動軸と麩々接している。

　このようにA園では豊富な生活体験が提｛其される工

夫がなされている。ゼマターナルデプリベーションを体

験してきた隼少児童などの，ぎ二人麗係選の段階で対人

関係の失調を昧あわされ勉考とのかかわ鞍の串の経験

を意味あるものとしていく人格の中核が畜っていない

人々にとっては，よ辱現実的，生活体験的な，確かな

具体的手応えをもった体験の積み重ねが必要である」

（村瀬　聾9窃。嚢常生活における蟄密な生活体験は，

子どもの発達を優し，治療的に働くと考えられる。

b　職員のチームワークと成長

　安心感や君心地のよさなどの欝欝生活の雰鬱気を決

めるのは職員集懸の雰懸気であ琴，子どもの発達にと

っては，心理的環境としての職員集懸の雰鬱気炉重要

であると考えら震る。

　職員隻羅のチームワーク　職員への聴き取馨の中で，

子どもの発達にとって最も重要な要露として，職員集

墾のチームワークが挙げられた。筆者も，A懸におけ

る嚢常生活に参撫する申で，安心感や居心蜷のよさな

ど露常生活の雰囲気を決める重要な要露は，職員集醤

のもつ雰饗気ではないかと感じた。職員集醗のチーム

ワークとは，それぞれ懸盤を持ち隼齢にも輻のある職

員が，子どもとの関わ吟について意見を交換し根互瑳

解を懸る遜程で生まれてくる，儀頼感，暖かさ，厳し

さなどを含む職員集毯の雰麟気であると考えられる。

職員集膨の雰囲気は，子どもに「婦人関係における修

鑑酌体験墜（嚢澤　欝99）を与え，「子どもと関わる申

での職員の傷つきを抱える」（森　欝欝〉ものとな鯵，

「援覇者講士の支え合塾」（蕪懇　ig981の基盤となる

と考えられる。

　職員の成長　職員への聴き取むから，子どもと関わ

る中での職員の意識の変髭，職員の成長がうかがわれ

た。お互いの議長を見守む支えあうような職員集団の

雰鬱気が，子どもの発達にとっても肯定的な影響を及

ぼすと考えられる。

4　セラピストの役割と治療の構造

a　児童養護施設におけるセラピストの役割

　A園の職員とセラピスト，児童養護施設B購のセラ

ピスト，購緒薩害箆矯顯治療施設C園のセラピストヘ

の聴き取券の結果から，各施設におけるセラピストの

2群磁一6

役割を比較検討し，児童養護施設におけるセラピスト

の役麟を提示する。B鑛は定員6倉名の牢舎麟の箆童養

護施設で，子どもは男女混合年齢縦霧むの7つのグル

ープで住み込みの職員と共に生活してお1穿，2名の非

常勤セラピストが勤務している。C懸は小舎鰹による

養育を行っている椿緒障害猫額鱗治療驚設で，約菊名

の子どもが，男女混合卑齢縦翻鯵の9名ほどのグルー

プで，鑓内の独立した小舎で，住み込みの握当保母と

共に生活している。2名の常嚢セラピストが，箆童指

導員と共に馨常生活において子どもと購わっている。

　厚生省児童家庭厨（欝99／によれば，箆童養護施設

におけるセラピストの業務内容は，①心礫療法，②生

活場藤藏接，③職員等への跡言及び捲導，④越遇検討

会議簿への鐵籍，⑤その飽，である。A麟，暮露，C

園のセラピストヘの聴き取弩の結果から，各項欝につ

いて以下に顯に提示する。

　①心理療法
　子どもへの心理療法は．構造髭された薩接，すなわ

ち薩接室など特定の場所において時賜を決めて行われ

る面接によって，あるいは生活場藤颪接によって行う。

A園，B騒では，子どもへの心遅療法は講造化された

面接1こよって行われていた。滝壷養護施設内での購造

化された薩接の特徴として，以下のことが挙げられる。

　面接室をβ常生活の場から離すこと　A霞の面接室

は，騨常生活の場であるホームとは鷲の建物の奥まっ

た位置にある欝畳程の広さの部屋で，嚢常生活の空購

とはある程度区切られていた。B麟で面接室が設置さ

れる際にも，欝欝生活の場とは少し離れた場携が選ば

れた。箆童養護旛殺内で構造化された嚢接を行う際に

は，藤接室は響常生活の場とある程度臨離を置くこと

が必要である（森懇　ig鱒／。霧常生活では安定が重挽

されるが，治療において子どもは内面を表現し，不安

定になる可能性がある。露接室を嚢常生活の場から離

すことは，嚢常生活における安定と，不安定になるこ

とを通しての治療という撫反する要素を，児童養護施

設という場に叡める上での工夫のひとつであると考え

られる。しかし，露外への逓辮治療に比べて，児童養

護施設内での面接においては，嚢常生活の場と治療の

場の距離は非常に遅いといえる。震常生活の場に近い

ところで治療が蕎われること，様々な問題を有してい

る鞍虐ぞ寺児が治療の対’象となることから，治療におけ

る不安定さが8常生活の安定を竈す可能性がある。セ

ラピストは，懸接の頻度や馨常生活への縫わ鯵方など

によって定められる治療の構造を意識し，「治療の梓」

（森獲　ig9窃を守ることが必要である。

　子ども同士の灘係への醜虜　A園においてセラピス

トは，集団の中心的な子どもを最密に灘接に導入する

など，子ども嗣士の関係を意識して介入を行っていた。

B醒においてセラピストは，子ども瞬士の関係を治療

にあたっての要素として重擬し，子ども講士の幾孫に
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翻意して介入を行っていた。子どもが集団で生活して

いる冤童養護擁護においては，セラピストが子どもと

懸騨の藏接を行う鰹にも，子ども購士の翼係，子ども

集獲の力動に翫憲することが必要であると考えられる。

　欝欝生活の構造と治癒の贈進の毒難連　Al禦と8露に

おいて，繧常生活における小グループの講造化の度合

いと，セラピストによる嚢接の購造化の度合いに灘連

が認められた。A園においては，蓉常生活は小グルー

プを単位として，麟鞭の独立した家屋で営まれていた。

A園においては，1つの集羅が独立した空懸で生活す

るため，グループ内の幾係はよ辱密にな辱，飽のグル

ープの職員や子どもとの閥にはある程度距離ができる

と考えられる。β懲においては，薩常生活は小グルー

プを単位としている炉，各グループは共通の建物内に

おける特定のスペースで生活していた。B霞において

は，グループ内の子どもや職員の結びつきはよ辱緩や

かで，グループ購の境雰はよ1フあいまいであると考え

られる。嚢常生活における小グループの購造化の産合

いは，A蟹ではよ鞍強く，B灘ではよ鯵緩やかである

と考えられる。

　A縷においてセラピストは，藩接室で定離的1こ藏接

を行い，蔭常盤活の場においては基本的に子どもと騰

わっていなかった。B霞においてセラピストは，危機

介入など要求に応じた面接も行い，麩常生活の場にお

いても子どもと少し幾わっていた。セラピストによる

麟接の購造化の度合いは，Aき隷こおいてよ辱強く，登

園においてはよ辱緩やかであ垂ラ，饗常生活における小

グループの講造影の穫：合いに対籍していた。

　藤接の権造化の穫：合いは，まずセラピストの採るス

タイルによって決められると考えられるが，児童養護

施設においては，蒙常生活の構造化の度合いが，セラ

ピストによる面接の構造化の度合いを規定する可能性

があると考えられる。児童養護施設にお簸て簿造化さ

れた面接を行う隆には，各施設の8常生活のあ弩方に

合わせて治療の購造を定める必要性が示唆された。

　②生活場面面接

　C園において子どもへの心礫療法は，薩接室など治

療のための特甥な構造を定めずに，セラピストが霞常

生活の申で子どもの誌を聴くこと，すなわち生活場面

嚢接によって行われていた。生活湯疲藏接とは，霞離籍

ら（至鱒7）によって導入された凝念で，子どもへの治

療的な働きかけを8常生活の場から切辱離された醸接

室などではなく子どもの醤常生活の場で行うものであ

る（西澤　欝9鱗。騒常生活が治療部に活かされるなど

の点が特徴であ辱，児童養護旛設における治療を考え

るにあたって示唆に富んでいる。しかし，魑騨の問題

を公開された蔭常生活の場での介入的麟接においてど

の程度振いうるかについては疑問も残る。また，i人

のセラピストが構造化された籔接と生活場懸面接を共

に行うことは羅難であると考えられる。このことにつ

いては後達する。

③職舞等への跡言及び指導，④麺遇検討会議等への

　戯薦

　これらは，綴琴彗の聡わりやケースカンファレンスな

どを通しての，職員へのコンサルテーシ3ンである。

A騒，B園において，コンサルテーションとカウンセ

リングは職員によって望まれており，実諜に行われて

いた。児童養護施設におけるセラピストの役割として，

職員へのコンサルテーションとカウンセリングは不薄

欠であ弩，これらを通して，糠常生活における子ども

への縫わ1りを治療的なものに高めること」〔森　1鱒91

が求められている。

　職員へめコンサルテーシ嚢ン　職員へのコンサルテ

ーションによって，職員が子どもの見方や麗わ今方を

得ることによって，嚢常生活における麗わ弩の質が鶴

上することが鰯待さ禽ている。しかし，欝欝生活にお

ける子どもとの具体的な纏わりについては職員が多く

の経験を持ってお善｝，セラピストは馨常生活の実際に

ついて職舞ほどは建解していない。職員とセラピスト

との連講のあ辱方が課題である。職員との連携の実鰹

については後達する。

　職員へのカウン竜華ング　職員へのカウンセリング

には，職襲がメンタルヘルスを維持すると共に，農身

の家族関係や生育歴を受け入れ問題を乗む越えること

によって，職量の資質が鶴上することが難待されてい

る。これは癒難なプロセスであるが，職員は嚢常生活

における子どもとの関わ舞の中で多くの霞難にぶつか

ってお弩，職員の資質の向上は薮鴬生活の質の向上そ

のものであることを考えると，このプロセスに対する

援勤は重要であ弩，強く求められている。

　以上が児童養護施設におけるセラピストの主な役欝

である。この弛に，A園とB蟹における共通点として，

A霞においては3人，B霞においては2人のセラピス

トによる役割分握と，スーパーヴィジョンの必要性が

挙げられた。

　複数のセラピストによる役割分糧　児童養護施設で

破産待晃の治療を行うにあたっては，治療を要する子

どもの数が多いこと，子ども闘士の幾孫の分裂に巻き

込まれる可能性があることなどから，セラピストは複

数必要であると考えられる。セラピスト麟で各々のス

タイルの違いなどについて遅解し，支え合いながら子

どもの治療にあたることが望ましいと考えられる。

　スーパーヴィジ箏ンの必要性　A園においても8園

においても，セラピストは躍外あるいは露内で，スー

パーヴィジョンを受けている。晃童養護施設という多

くのセラピストにとっては未知の場に入ること，被虐

待児という様々な問題を抱えている子どもと関わるこ

とを考えると，セラピスト馨身の経験を相縁化し婿緒

的な支えを得る場として，スーパーヴィジョンは不再

欠であると考えられる。
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b　治療の梼造とβ常生活への関わ幹ナ

　セラピストが児童養護施設において役霧を果たすに

あたっては，紅治療の枠諜（森籔　i鈴齢，すなわち露常

生活と治療場嚢の境界をどのように定めるか，ゼ子ども

の多成長1に関わる重i要な要素の9害彗がある輩／森懇　董999）

蔭常生活にどのように関わるかが問題となる。A薦に

おいては，子どもへの心理療法は購造化された面接，

すなわち藏接室での董対至の面接によって行われたが，

隻爵者は，牽薄造イとされた面接を孝テうこと毎こよって，セラ

ピストの嚢常生活への直接的な縫わ鱗論1腰されるこ

とを経験した。この点から，簿造化された醸接を行う

セラピストが生活場懸藏接を共に行うことは，璽難で

あると考えられた。筆者の隆られた経験からは，児童

養護施設における子どもへの心運療法は，権造化され

た面接が妥当であるのか，生活場面悪接が妥当である

のか検討することはできないが，以下に，A露におけ

る治療の購造とセラピストの欝常生活への聡わ鱗こつ

いて提示する。

　①治擦の構造

　構造化された面接による子どもへの心理療法　A醸

においては，セラピストによる子どもへの心遅療法は

購造化された悪接によって行われた。筆者には，権造

化された面接における子どもの表現の意味を，i懸の

露接，さらには嚢接題の流れの中で探ることによって，

露常生活の中ではうかがいにくいような内麟が表れ，

それらに動きが生じるように感じられた。

　G護（iggi）によれば，塵待などによって心的外傷を

受けた子どもに録する心瑳療法的アプローチは，心的

外傷体験を盤接接う露復的接近と，感精体験や人靉靆

係の歪みに欝きかける修正的接近：尋こ分けられる（薩澤

　欝9湧。傷者は主に構造化された面接において，後者

は主に薩常生活においてなされると考えられるが，A

躍においては，子どもがホーム内で握当保母に遺表の

震待体験を議すことは多く，面接室においても録人離

係の持ち方に対する修正麟な働きかけは行われてお融，

「両者は互いに深く縫標し合っている」（繭蟹　謄98／。

筆者は，窺い経験からではあるが，子どもとセラピス

トとの内面力粛重な静合いな力書ら，2台療力宝進むような庭羅

象を受けた。携えば，筆者がある被癌待艶と面接を重

ねる過程で関孫作辱がうまくいかないことをきっかけ

にして，筆者自身の縫者に録する不鱈感や未解決な発

達課題など「治療者の露分の内羅で未解決のまま持ち

越しているさまざまな韓題淫（村瀬　珍98）を見つめ，

不安定に感じることがあった。セラピストが自身の幾

題を見つめ，ある程度受け容れることによって，子ど

もとの麗係舞辱が進み，そのことが子どもにとっても

治療釣に働くように感じられた。このような過程で，

一貫して暖かい職鐘集団の雰醗気に接す為ことは，筆

者にとって修髭的体験として薄き，職員集懸の暖かい

雰麟気が治療的に饑きうること，「援働者縄墨の支え合

2騒傘潅一6

い妻（羨遜　欝98／の重要性が実感された。

　筆者は，児童養護施設内での面接では馨常生活の場

と治療の場の距離が近いため，治療の悪影響が馨常生

活に及ぶ可能盤かあること，構造箆された面接を行う

セラピストが霞常盗活の場で子どもと関わることによ

って，蔭常生活と治療場面の境罫があいまいになる可

能性があることを経験した。艶童養護施設内における

構造牝された面接では，「治療の場には手分な梓をもう

ける必要がある」（森曝　欝欝／。以下に，欝常生活と

治療場藤の境雰として饑きうる要羅を挙げる。セラピ

ストがこれらを意識することによって，霞常生活と治

療場面の境雰を定めることができると考えられる。

　面接室と薩1接の頻度　 8常生活の場からある程度離

れた場醗にある錘接室が，霧理醜な梓となる。筆者は，

面接の頻度は2遷にi醸が適饗であると考えた。セラ

ピストとしてほとんど経験を持たない筆者にとっては，

面接において表現される鍍虐待箆の内嚢を受けとめあ

る程度まとま鯵をつけるには，　i週懸では窺く2遷懇

は必要であるように感じられた。また，錘接の縫踊を

2選認空けること1こは，饗常生活の場と治療の場の鞠

理的な逓さを，藤接の購鶴を空けることによって補う

意練もあると考えられた。2遷にi獲の頻度であれば，

藩接における騨わ琴からうかがわれた子どもの変化を

職員に伝え，El常生活に活かしていくことか薪能であ

ると考えられた。

　面接室にお縁るセラピスト4〉態度　ある子ども炉筆

者との面接において，虐待体験にまつわる傷つきや痛

みを搭蚕などを還して表現し，筆者がそれらを手分に

受けとめていないと感じられたことがあった。それら

の面接と壷行して，子どもが蔭常生活の中で不安定に

なるような様子が晃られ，た。虐待｛本験にまつわる傷つ

きなどの感精の表現については，セラピストか欝身の

受けとめられる範麩に収まっているかどうかに注意を

向け，セラピストの限雰を超えるときには，いたずら

に表鐵させないよう毅然とした態度を示すことも必要

であると考えられた。このようなセラピストの態度が，

治療の枠として鋤きうると考えられた。

　経常生活において子どもと艶離を繰つ　箋者は，面

接を撞盛している子どもが生活しているホームで，擁

護か朝食と夕食をとることがあった。筆者が侮度かホ

ームに通ううちに，セラピストである筆者が饗常生活

の場に入善込んでくることに対して，子どもが不安を

覚えるような様子が晃られた。筆者は簸接室において，

ある子どもに対して受け容れることができないという

思いをもったが，ホームにおいてその子どもは．筆者

の擾否釣な雰露気を感じ取ってか，筆者と隣わ穆をも

たなかった。ホームの外で，筆者と，諏接をしている

子どもが関わることがあった。筆者はある子どもとグ

ラウンドで会い，遊びに誘われた。筆者は，悪接を襟

当しているその子どもとの関係に灘癒し槙重に縫わ尋
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ながら，子ども集懸の遊びに参撫した。

　以上のように，筆者が，醸接を糧当している子ども

と露営生活の場で関わることによって，露接室での関

係を欝欝生活の場に持ち込むこととなった。露接の購

造の外で関わることによって，また筆者と子どもとの

購に飽の子どもが入ってくることによって，嚢接室に

おける筆者と子どもとの関係が揺るがされるような場

合が多いと考えられた。灘わ弩が濃くな弩かちなホー

ム内において，セラピストが，面接を握当している子

どもと聡わることは，避けるべきであると考えられた。

セラピストが欝常盤活の場に入る時には，子ども露身

がセラピストとの距離を講簾できる，空翼鶴・時購的

な余地を残すことが必要であると考えられた。

　セラピストが面接室外の露営生活の場において子ど

もと会うことは避けられないが，適度な箆離を保ちな

がら子どもにセラピストの姿を見せ，場合によっては

次醸の面接の欝時を確認するなどは，子どもの安心感

につながると考えられた。この点以外は，筆者が，薩

接を撞当している子どもと嚢常生活の場において会う

ことには，デメ葦ナットが多いと考えられた。筆者は，

子どもとの薦接疹ある醸こは蓉常生活の場になるべく

姿を見せないことを治療の枠付けとして意識したが，

常嚢セラピストであれば，面接を摂当する子どもの数

が増え子どもと過ごす時鷺が増える。その条件下で治

療の枠付けを守るためには，異なる工夫が必要である

と考えられる。

　構造駕された面接による援跡の隆界　家庭復帰が難

しくA躍毒こおける生活難懸が2隼や3隼以上1に渡る子

ども炉多いが，それらの子どもに対しては，生活響擾

の確立や封入関係の持ち方などの発達を保障すること

が必要であ弩，それらは面接室の申ではなく，欝欝生

活において行われる。非常嚢であることによって，ま

た構造化された面接を行うことによって蓉常生活への

関わ瞬ま麟鰻されるため，セラピストの琶常生活への

薩接釣な幾わ瞬ま職員に比べて著しく少ない。児童養

護施設において，霧常生活は子どもと職翼との小グル

ープによって営まれている。藏接室における子どもと

1対墨での関わ鞍では，グループに対して直接働きか

けることはできなレ㌔

　籠者は，ある被虐待児との誘接の過程で，悪会や一

時帰省時に，競が子どもに暖かく肯定鹸に接すること

がA醗紅おける子どもの安定につながること，幾自身

が不安定で子どもに関心を示す余総がないと子どもが

不安定になることを経験した。購造化された面接にお

いて，子どもの義に対する感精や認知を掻うことはで

きるが，子どもの安定には現実の蔑との関係が大きく

影響してお辱，親への直接的な援劾が必要である。

　グループ療法の藩籬姓　セラピストが，ある程度の

構造をもってグループ療法的関わ1）を行うことは可能

であると考えられる。A醗においては，面接室とホー

ムの中鷺の領綾で，舞えば棒蕎館などある程度場新を

決めて，セラピストが一定の時賜その場鋳にいて，セ

ラピストから，話をしよう，歌を歌おうなど方舞決め

て，あるいは子どもの褻発的な活聾をグループで行う

ことによって，子ども講士の関係が肯定的に活かされ

るよう働きかけることは可能であると考えられる。

　②セラピストの霞常生活への関わ善ナ

　縫接的な関わ艀一職員との連騰の実瞭　葬常勤セラ

ピストである筆者の馨常生活への翼わ蟹ま，主に職員

へのコンサルテーシ3ンを通して鷺接的に行われた。

　職員とセラピストでは子どもに対する離離のと辱方

が異なる。職員は子どもと寝食を共にし，馨常生活に

おけるケアを引き受けて，子どもと遍い離離で驚わっ

ている。セラピストは，子どもと主に麟接室において

隈られた縛隠幾わっている。子どもと職員との縫わ弩

の中で懸難が盤じたときに，職員は霞身の対応のあ鞭

方など，盧身と子どもとの関わ弩の申に原露を探すこ

とが多いという印象を受けた。葬常勤セラピストとい

う立場で子どもと距離をとって隣わっている筆者には，

子どもと職員との麗わむの申での欝難は，職員の対慈

のまずさというよ辱も，子どもの議畜歴に主に原霞が

求められるように感じることが多かった。A園に入所

している子どもの多くが，我幼箆矯に舞親と離捜し，

親による震待を体験している。子どもが，職員と籠わ

らない，暴言を畦くなど鱒係｛乍辱かうまくいかないよ

うに見える場合でも，それはその鋳点での子どもの最

良の関わ辱方であ鯵，子ども毒言職翼と関｛系を｛乍る過程

にあると捉えることもできる。また，職員は非常に多

くの暗闘をかけてエネルギーを注いで子どもと関わっ

てお穆，その成果が，子どもの安定や成長として，確

実に表れていると感じることは多い。しかし，子ども

の掩えている問題は大きく，わずかではあるが確実な

議長が，認識され難いこともある。筆者は，子どもと

職員との縫係｛乍融が進まないように見えるのは，職員

の蝉慈がまずいからではなく，主に子どもの生官歴や

義との麗わ鱗こよるもので，今は幾孫作辱のプ疑セス

にあること，職員の関わ辱の成果が子どもの変髭とし

て確実に表れていることを伝えることが重要であると

考え，また，灘接における子どもの表現に基づいて，

現縛点では表れていない子どもの薄髭性を伝えること

が重要であると考えた。職舞は，嚢常生活における子

どもとの聡わ辱に農竃な経験を持ち，多くの時鷺を子

どもと共に遜ごしている。筆者は，具体的な関わり方

は経験のある職員に任されるが，子どもと職員との関

係から少し露離を置いた立場で，大飯以麟の義との関

係や今後表れうる成長の可能性などを視賢にいれなが

ら，職曇の皺む絹，みと成果を適切に評｛議することが，

職員へのコン号ルテーシ董ンであl／，セラピストとし

ての譲常生活への闘接的な関わ辱方であると考え，そ

うした考えのもと，職員とのコンサルテーションを行
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つた。蔚懇（i鱒8／が振摘するように，職員へのコン

サルテーションの基になるのは灘接室における子ども

との綱劉の関わ軽であ弩，その質の向上がなければ，

職翼との連携もあ脅えないことが実感された。

　直接賄な闘わ鞭　遷i懸A罎に通う筆者が馨常生活

に直接纏わる暗闘は職員と比べて著しく少なく，襲業

生活における子どもとの関わ韓を通して，難しさを身

にしみて感じることは少なかった。蕪常生活において

子どもの難しい面まで含めて震わ1り重要な役欝を果た

すのは，職員であることが実感された。筆者が嚢常生

活に関わることの意味は，主に筆者が欝常生活のあ弩

方を体験的に遅解したことが，職員との連携に際して

役立ったことであると考えられる。筆者はホームで食

事をとったが，食事の講礫など職塁の仕事，ホーム内

での子どもと職籔との関わ鯵，子どもの過ごし方など

を見ることができた。筆者は，ホームでの食事や夏｛本

みのサイク書ナング厳行などに参撫することを通して，

子どもと職員でのグループ活動，蓬富な生活体験，職

鐸集醗の暖かい零露気などが治療麟に繰きうることを

実感した。これらのことが，職責の仕事の一蜷を瑳解

し，尊重することにつながったように患う。森霞（姫鱒／

が指摘するように，職員との連携に際して，セラピス

トが児童養護旛設における露常生活をある程度遅解し

ていることは，必要であると考えられる。

おわりに　児童養護施設のこれから

　A蟹の現状に基づき，これからの児童養護施設には，

以下のことが必要であると考えられる。

a　親への支援

　子どもと離れて暮らしている親褻身が，様々な懇題

を掬えて掻亡している場合が多く，子どもに翫縷を示

す余裕がない。義への甕接的な援勤が不再欠である。

橿鶴漿社会橿緩協議会（2暮0窃が福農桑内の児童養護

施設職員に対して宥った調査によれば，児童養護施設

に新たに醗置を希望する職種として，セラピスト，鷺

童精禅科医に次いでファミ華ヌーケースワーカーか挙げ

られた。莞童穰談群や児童養護施設など，義と関わる

機会がある機関に，ファミリーケースワーク的機能が

強化される必要があると考えられる。親への治療は，

子どもの虐待防止センター（欝99）などいくつかの民

間極体で鴛われている。親への援助をどの機関がどの

ように行うのか，これからの課題である。

b　地域小規模児童養護施設の試み

　養護を要する子どもにとって，塁窺は現実的ではな

く，児童養護施設以外に選択駁がない現状にあって，

2奪○§隼欝病i蔭より摩生労働省によって購嬬された

「地域小規填箆童養護施設重の試みは，長靉靆の養護

を要する子どもに，家庭に近い安定した環境を提撰す

るものとして，評癒されると考えられる。

2｛｝蟹一6

c　地域支援
　長購的には，児童家庭支援センターによる予防的な

綾支援など，児童養護施設に蓄積されている経験を地

域に提躾し地機社会につながりをつくるような幾わ鯵

が，艶童虐待を減じ，子どものよ弩よい発達を絶すこ

とにつながると考えられる。
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